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Abstract

ASTUDYONTHEPROCESSOFCHANGEINQUALITY

OFTHEJAPANESE-SWORDPLAY

INTHEEIGHTEENTHCENTURY:

MAINLYINTHEANALYSISOFGEKKEI>:一Sα)Al>

NAGAOSusumu

Kendoisoneofthesportsandofthec垂assmaterialsforPhysicalEducationinJapan,andhasits

origin3ntheswordplay(especialybambooswordpractice)inEdoera.

ManyofformerstudiesontheKendohistoryhavedealtwiththebambooswordpracticebythe

εα2〃κ解'classatKantoareainthenineteenthcentury.However,therearefewhistoricalrecordsonit,

and bambooswordpracticeintheeighteenthcenturyhavenotbeenstudiedelaborately,Inadditio皿,

only thesamuraiclassinKantoareahasnotdevelopedKendo.

Forthereasongivenabove,astudyonthebambooswordpracticeamongthecitizensaswellas

samuraiintheeighteenthcenturyisdemanded.

Therefore,inthisstudy,itwillexaminetheprocessinthedevelopmentofKenda,basedonthe

analysisofGekkera-Sodas(writtenbyGenryuMIKAMI,1790,0kayama)whichcoverstheactual

stateoftheswordplayintheeighteenthcentury.

Theresultoftheanalysisissummarizedasfo110ws:

1 Intheeighteenthcentury,manyswordplayschoolswereestablished.Manyofthemadoptedthe

bambooswordpractice.

2 Especially,intheschoolsinh:antoarealiketheShintomunen-ryuandtheKyoshinmeichi-ryu,the

bambooswordpracticesimilartothepresentstyleofKendoinwhichthesolidbambooswordandthe

protectionareusedwasconducted.

3 Alsoir.manyotherschools,uniquebambooswordpracticewithsimpletechniquewasdone.

4 ThoughmartialartsboutsbetweendifferentschoolswereprohibitedbytheTokugawa

Shogunate,intheeighteenthcenturythebambooswordpracticebetweendifferentschoolsandthe

knight-errantrycametobeseeninsomeplaces,

5 Intheeighteenthcentury,swordplaypracticewereverypopularwithmanyordinarycitizensas

well as3翻 ～'燃'.

「.
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《個人研究》

18世 紀 における剣術の変質過程 に関する研究 .

r撃剣叢談』の分析を中心に

長 尾 進

1は じめ に

体育教材及び競技スポーツ種 月のひとつである剣道は,近 世における竹刀や防具を使用しての竹刀

打込稽古(試 合剣術)に その源があるとされている。

これまで,近 世後期か ら近代にかけて(19世 紀)の 剣術の変質過程,と くに試合剣術発展史 につ

いては多 くの研究が進め られて きた。 また,現 代剣道の技術の枠組みは,北 辰…刀流や神道無念流な

どのいわゆる関東の試合剣術新流派 を中心 に,天 保～弘化期(1830～1848)に は今 日とほぼ変わ ら

ない ものができあがっていたことが近年の研究か ら明 らかになっている1)。

この関東型試合剣術は,幕 末期にはその体練主義的効用が認知され,幕 府講武所や各藩藩校におい

て武士教育の正式な教材として採用され,近 代においても関東型試合剣術流派の出身者達によって,

学校教育のなか に引 き継がれていった2)。

このため,従 来の剣道史研究においては,主 に武士階層を中心 とした関東型試合剣術の発展過程が

通史的 ・一面的 に扱われて きた。 しか しながら,剣 道を構成する諸要素(技 術,用 具,礼 法,発 声な

ど〉は,必 ず しも関東型試合剣術のみから形成 されて きたのではない ことも一方 で指摘されるように

なった。

例えば,防 具 の開発 ・改良 も従来の剣道史では,正 徳年間(1711～1716)に おけ る直心影流や,

宝暦年間(1751～1769)に おける中西派一刀流 とい うように,関 東型試合剣術流派 がその先駆 とさ

れてきた。 しか し最近の研究では,地 方において も例えば仙台藩の狭川派新陰流 では,1750年 以前

から 「めんほ う(面 頬)」 と 「手袋」を着用 しての稽古が行われてお り3》,また熊本藩の雲弘流で も

1782年 以前か ら 「鉄面」をかけ 「小布団」を頭上 に覆っての稽古が行われていた4)こ とが明らかにな

ってい る。

また,先 にみたように,幕 末期にこそ竹刀打込稽古や試合剣術は幕府や各藩において武士階層の教

育手段 として採用 されたが,そ の初期における担 い手 は,む しろ武士以外の階層に多 く,武 士がこの

試合剣術を行 うことには明 らかな反擾 を示 した藩もあった5)。

これらの ことか ら,試 合剣術(剣 道)の 形成過程を考える場合,武 士階層のみではな く,郷 士 ・農
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民 ・町人な どの民衆層 と試合剣術 との関 係に 目を向ける必要があ り,ま た,時 代的に も19世 紀(近

世後期～近代)だ けではな く,試 合剣術形成の前段階である18世紀への注目が重要であることが示

唆されており,同 期に著された剣術関係史料の収集 ・整理 という基礎的作業が求められている。

ところが,18世 紀 に著 された剣術関係史料は今の ところ非常 に少ない。 これは,4代 将軍家 綱の頃

(1651～80)か ら,遺 恨やrラ プルの もととなる生命の危険を伴 うよ うな他流試合を幕府が禁 止 した

ことによって,剣 術が一時的に衰微 した ことがその一因であろう。最近になって榎本鐘 司氏が明 らか

に したr一 貫青山狭川先生仕合始末』(1750,仙 台藩)や,筆 者が報 告 した大原傳七郎r剣 術修行帳』

(1798～99,武 州 忍領)な ど18世 紀におけるi著作が発掘 されてきてはい るが,全 体 としては18世 紀の

剣術関係史料は未だ十分 とは言い難い。

現在の段階で18世紀 における剣術の様相を最も網羅的に知 りうる史料 としては,三 上元龍著 『撃

剣叢談』(1790,岡 山藩)が あ る。r撃 剣叢談』についてはすでに活字化 され,い くつかの刊 本 ・論

文 において引用 ・参照 されてきてお り,剣 術流派の成立 ・発展過程を知る上での好 個の史料 として知

られている。 しか しなが ら,そ の著者 と成立年,記 述の対象 となる年代の特定や,個 々の剣術流派 に

つ いての詳細 な検討 というものは,あ ま りなされて きていない。また本書は,こ れまでにそれほ ど明

らかにされていない18世 紀における剣術流派の様相 が多 く記 されて お り,剣 道 の母体 ともいえる試

合剣術 ・竹刀打込稽古の形成過程を知るうえでも有効な史料であると考える。本稿では,『撃剣叢談』

を試合剣術(剣 道)形 成史の基礎史料 としてとらえ,同 書の分析を中心として,18世 紀における剣

術の変質過程について,上 記の視点か ら新たな分析を試みようとするものである。

皿 『撃剣叢談』の著者と成立年

.r撃剣 叢談』は,国 書刊行会編r武 術叢書』(大 正4年)や,山 田次朗吉編r心 身修養剣道集義』(大

正11年)な どにおいて活字化 して収録 されたことによって,広 く知 られ るようになった。『武術叢書』

所収版では旧帝国図書館(現 国立国会図書館)蔵 写本を底:本としており,著 者を岡山藩士で剣術師範

役の源徳 修,成 立年 を天保14(1843)年 としている。また,『 剣道集i義』 にも,著 者 ・成立年 につい

て同様の記述がある。

しか し,こ れ については,渡 辺一郎氏が,r幕 末関東剣術英名録の研究』 において,そ の記 事内容

か らみて天保14年 の著 作 とす るには妥 当を欠いているこ とを指摘 していた。 また,最 近 では森 田栄

氏や榎本鐘司氏が,岡 山市立中央図書館蔵写本(寛 政2年 三上元龍著,文 政6年 頓宮盛通写)に 拠

って,そ れぞれの著書に引用 ・解説を行 っている6)。

そこで本研究では,ま ずr国 書総 日録』で確認できる写本4本(国 立国会図書館蔵写本,東 京大

学 史料編纂所蔵写本,岡 山市立 中央図書館蔵写本,故 島田貞一一武蔵写本)の 校合を行い,こ れに大阪

府立中之島図書館蔵写本も併せて計5本 の写本を校合 した。その結果,そ れぞれの写本について次

のこ とが判明 した。

(1)国 立国会図書館蔵写本
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「序」 に 「天保十四癸卯年初冬 糠穂修」 とあ る。全5巻 重冊。

(2) 東京大学史料編纂所蔵写本

「序」 に 「天保十 四癸卯年初冬 源徳修 花押」 とある。「源徳修印」有 り。全5巻1冊 。

(3) 岡山市立中央図書館蔵写本

「序」 に 「寛政二年度戌十二月 三上元龍 花押」 とある。本文全5巻 。「撃剣叢談巻之五大尾」

の次に 「文政癸未仲秋頓宮盛通爲 レ之」 とある。 これに続 いて,「 撃剣叢談附録」があ り,そ れによ

れ ば, 明治10年 代 に岡山の塚本吉彦(郷 土史家)が 購求 したものであることが判 る。「頓宮 印」,「塚

本印」有 り。

ω 故島田貞一氏蔵写本

「序」 に 「寛政二年度戌十二月 三上元龍 花押」 とある。全5巻1冊 。

(5) 大阪府立中之島図書館蔵写本

「序」に 「寛政二年鹿威十二月 三上元龍 花押」 とある。全5巻1冊 。

この ように,(3)(4×5)の 序 にあ るように,本 書は寛政2(1790)年12月 に三上元龍 によ って著 され

た ものである。(D② の序 には,「 天保十四癸卯年初冬 源徳修」 とあ るが,渡 辺 氏が指摘す るように

本文の内容か らい っても天保19年 では妥当性を欠 くし,ま た,序 の一・部7)を 除いてω ～(5)とも全5巻

ほぼ同文であるこ とか ら,(1)(2>に ついては,源 徳 修(確 斎)な る人物 が,序 の一・部を書 き換えて 自ら

の輯 とした もの と考 えられ る。

本書の著者に関 しては,こ れまでにも森田難民が 『東軍洗兵法史』のなかで,岡 山市立中央図書館

蔵本 に拠 って,源 徳修ではな く三上元龍(左 大夫)で ある としていた。但 し,森 田氏は,「 源徳修」

とは 「源徳の修(編 集)」 の意である といい,源 徳 とは 『備作人名大辞典』にある 「三上徳」であ り,

その三上徳は三上元龍の子か孫ではないかと推論 している。 しかし,『備作人名大辞典』をみるかぎ

り, 源徳が三上徳 と同人であること,及 び三上徳が三上元龍の子孫であることは断定できない。また

前記したように,東 京大学史料編纂所本には 「糠穂修印」があるが,源 徳であれば 「源徳印」でもよ

いはずであ る。以上の ことか ら,森 田氏の源徳(源 徳修〉に関する説は一考の余地があると思われ る。

尚, 『武術叢書』『剣道集義』 ともに,源 徳修(確 斎)を 天保頃の岡山藩士で剣術師範役 としている

が, 『池田家文書』よ り寛文 ～安政年間(1661～1860)に おけ る藩主閲覧の武術 を抄録 した岡山市役

所編 『岡山市史』(同 市役所発行,昭 和12年)の 記述をみて も,源 徳 修(あ るいは源徳,主 上徳)の

名は見当た らない。

岡山市立中央図書館蔵本には,前 述 したように本文5巻 以外に 「附録」があるが,そ の末尾にあ
〔ママ〕

る前田塚本吉彦の奥書によれば,r撃 剣叢談』の著者は,「本(岡 山)藩 士三上元亀氏通称左大夫」で

あ り, 「氏ノ著書数 ア リ。就中,撃 劔 叢談全部五巻ノ編輯ア リ ト聴 コ ト久 シ」 とある(資 料2参 照)。

また,前 出 『備作人名大辞典』の三上元龍の項には,「通称を左大夫 と云ふ。頗る学識あり。又奇

人 として知 らる。泊放録,撃 剣叢談 を著作 し,激 化余編 もその編著にか Σると云ふ。寛政六(1794)

年二月十 日没す」 とあ る。『撃剣叢談』序 に 「僕材官の家 に生れ」 とある8)よ うに,三 上は岡山藩の

神官 (財官)の 家に生 ま;れた。 本文に もあ るように,そ の財官の父 に従い江戸 に滞在 した ことがあ り
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(義経流の項),剣 術流派の情報収集を行 ううえで好環臆にあったのだろう。

皿 記述内容の年代

本書はその 「序」における三上元龍の言にしたがえば,「 ことし寛政庚戌の年を以て逆に干支を数

ふれば己に二r卜年に余れ り。然る間諸流の大意勝負するの芽法など殆百に滞る斗り也。或は我執心の

衆に殊なるを以て,一 流の極意とし秘せる事なども語 り聞せ し人も看て,此 道好める人に向ひて話柄
(ママ)

談助 となるべ き事:」を,「 お もひ出つるに任せて記 し置いた」 ものであ る(資 料1参 照)。

これ らの記述か らする と,本 書は,寛 政2(1790)年 か ら遡 ること20余 年の間 に見聞 き した剣術

の様相を記 してお り,(中 世末期か らの各流派成立 に関する記述 も含む が)お よそ1760年 代か ら1790

年までの間(明 和年間頃～寛政2年)に 存在 した剣術流派や師家について主に書かれているとみる

べきであろう。

また,こ の年代であれば,記 述内容 とも符号する部分が多い。例 えば本書では,「 今…」「当時 …」

という表現の部分は,著 者と同時代の流派や剣術家を説明しているが,著 名なところでは,直 心影流

の長沼正兵衛(綱 郷,1772没),神 道無念流の戸賀崎熊太郎(知 道軒暉芳,1744～1809),鏡 心(新)

明智流の桃井春蔵(直:一,1748頃 ～1819)な ど,そ の生没年 ・生存年か らみて も,「1760年 代か ら

1790年 までの間(明 和年間頃～寛政2年)」 と符号する。

N18世 紀における剣術流派

今回校合 した5写 本 とも,序 の次 に 「惣R録 」 があるが,い ずれ も本文 にあ る流派が欠落 してい

た り,本 文の順序 との相違 があるので,比 較的相違の少ない(ほ ぼ 同文の)各 写本の本文に よって,

あらたに掲載流派を確認した。

また,同 じ18世 紀の著作である 『本朝武芸小伝』(1716),及 び 『日本中興武術系譜略』(1767)の

両書9)との照合 も行った。その結果は改頁の通 りであ る。

これをみると,全114流 派のうち53流 派は先行文献であるr本 朝武芸小伝』 と 『日本中興武術系譜

略』 に も認め られ,こ の両書を基 に書いた形跡 があるが,こ れ以外 の61流 派はr撃 剣叢談』 におい

て初 見され るもの である。先 に,1650年 代頃か ら剣術は一時衰微 した と述 べたが,18世 紀後半 に著

された本書にこれだけのいわゆる 「新流」が登場するということは,近 世中期を一律に剣術衰微の時

代とするこれまでの剣道史め一面的な見方を訂正する必要が有ることを示唆 していよう。
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r撃剣叢談』掲載流派

(◎は目貫繁高著 『本朝武芸小伝』(1716) と志賀仲敬編輯 『日本中興武術系譜略』(1767)の 両書に,

0は 『日本中興武術系譜略』に, 流派名または流粗名を認められる流派。無印は,『 撃剣叢談』にお

いては じめてみられる流派)

〔巻之一〕 〔巻之二〕 〔巻之三〕

@影 流 ◎鞍馬流 ◎神道流 ◎一傳流 ◎中條流 寳山流

◎新形流 義経流 ◎微塵流 ◎鹿嶋流 ◎富田流 去:水流

◎疋田陰流 判官流 神道無念流 ◎諏訪流 ◎長谷川流 雲廣流

直心影流 ◎京流 ◎ 卜傳流 ◎一ノ宮流 ◎一旗斎流 弥生流

◎柳生流 ◎道鬼流 ◎有馬流 〇七ノ宮流 ◎鐘捲流 難波一方流

◎庄田流 ◎吉岡流 ◎天道流 一回流 ◎一刀流 本流

久保流 ○謙信流 ○夢想天流 ◎源流 ◎小野流…刀 新流

◎心貫流 ○今川流 ○天流 ◎自源流 ◎梶流一刀 常流

◎タイ捨流 ○千葉流 四天流 心極流 戸田流 ○新當流

天心流 高松御流儀 ○天羽流 鑑極流 戸田高柳流 新刀流

天心燭明流 ○理極流 二階堂流 新 刀一流

玉心琢磨流 一貫座流

別傳流 井蛙流

〔巻之四〕 〔巻之五〕

◎武蔵流 空鈍流 辻無外流 機迅流

温故知新流 荒木流 無眼流 随攣流

未来知新流 竹内流 無法流 三星流

知新流 山口流 本心刀流 風心流

岸流 ○山口夢想流 心形刀流 風傳流

◎念流 阿部流 新心流 ○成孝流

深念流 立花流 真心流 〇四箴流

○荒川流 今枝流 澁川流 ○高縄流

◎東軍流 ◎田宮流 鉄匁流 ○海術流

、 無敵流 ◎伯善流 ◎鉄人流 鏡心明智流

三和無敵流 ○集成流 鉄心流 明也心鏡流

⑥丹石流 機頭流

V 18世紀後半における剣術の様相

r撃剣叢談』において,三 上元龍 が各流派について記述す る内容は, ①各流派の伝来を記 した部
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分,② 各流派に伝わる伝承 ・伝聞の類,③ 著者が見聞きしたほぼ同時代の各流派の師家 ・技法 ・修練

方法等,と に大別されるだ ろう。

この うち,① については,前 項でみたように,先 行文献であるr本 朝武芸小伝』(1716)やr日 本

中興武術系譜略』(1767)と 重なる流派 も多い。 と くに 『武術系譜略』(三 上は 『武芸伝略』 と呼ぶ)

の方を参照 ・引用 した形跡が多いが,新 陰流や武蔵流の項にみ られるように,自 らが確認 した伝書の

記述をもとに解説をしている部分 もあ り,『武術系譜略』 に比 しては るかに豊富な内容 ・記述 となっ

ている。 また,② について も興味深いものが多 くある。但 し,紙 面の都合 もあ り,こ れ らについての

詳細な検討は別 の機会 に譲 りたい。本稿では,現 代剣道の源流であ る試合剣術の萌芽期 といえる,

18世 紀における剣術の様相 を記 した③の部分についての検討を行 うこととする。

尚,こ れ以降の引用は,岡 山市立中央図書館蔵本に拠ったが,明 らかな誤 りがある場合は,地 本に

よ って 補 った。

1同 時代の剣術流派 ・師家に関する記述

著者が江戸滞在の経験もあるためか,江 戸における剣術師家の記述が非常に多い。また,地 元備前

や因州を中心 とした,西 国筋の師家に関する記述 も多い。

これ らについては,そ の記述の信頼性が問われるところであろうが,江 戸では,例 えば前出神道無
(ママ}

念流 ・戸賀崎熊太郎暉芳について,「 神道無念流を唱て當時江戸に(て)第 一 と称せらる 二戸 ヶ崎熊

太郎ハ,元 武州清久の産 な り。今,江 戸駿河毫 に住す。先年,熊 太郎召仕の小僕,親 の敵討 し事ハ

(有 り),是(よ り)彌 名高 しといふ」(巻 之二)と あ る。戸賀崎熊太郎は,安 永7(1778)年 に(駿

河台ではな く)麹 町二番町に道場 を開 き,寛 政7(1795)年 に弟子の岡田十松吉利に道場を譲 って

清久(現 埼玉県久喜市)に 帰 るまで,江 戸に滞在 し多 くの門弟を教導 した。また,神 道無念流の流名

を高めたのはここにある小僕(大 崎富吉)の 敵討ち(天 明の復讐)で あ り,こ れらからしても,住 所

な ど若干の誤 りはあるが,ほ ぼ正確に当時の神道無念流の状況を記 している。

地方に関する記述でも例えば,肥 後熊本藩 における雲廣i(弘)流 師役 ・建部定(貞)右 衛門は,前

出の武州忍領大原傳七郎の廻国修行英名録 『剣術修行帳』(1798～99)に その名がある(長 尾進 「寛

政期における剣術廻 国修行の実態 とその意義」,明 治大学教養論集293,1997)。

また,榎 本鐘司氏が明らかにした 『撃剣試合覚帳』(伊予史談会文庫蔵)所 収 「文化期廻国英名録」

に記載 される(浅 山)一 値洗の森戸三:大夫,奥 州白川(河)の 心(真)極 流 ・関戸政七,同 じくr撃

剣試合覚帳』所収 「文化期末西南地方英名録」に記される讃州高松の直心影流 ・吉田又(宗)八 など

の名 も,『撃剣叢談』に記 されてお り,こ れ らはほぼ同時代の もの とみてよいであろう。いずれに し

て も,こ の時期他に類 をみない,流 派や師家についての記述の豊富 さがあ り,そ の意味で本書は当時

としては画期的なものであ った といえよう。

2武 士(城 下士)以 外の階層における剣術

『撃剣叢談』には,武 士(い わゆ る城下士)以 外の階層における剣術(家)の 様子が描写 されてい
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る。「柳生流」の項 に,摂 州三 田には 「町の真中」に稽古場があ り,「往来の者誰にてもほ しゐま 」に

見す る也」 とある。 この こ とは,文 化 期 における剣術の公開性 については,榎 本氏10)や和 田哲也

氏11)に よってすでに明 らかにされていたが,そ れ以前(18世 紀)か ら秘 密性 にこだわ らない民衆 レ

ベルでは,公 開性 を もった剣術が行われていた ことを示唆 している。

この他 「心極流」 の頂 に 「野州割出 し村 に惣次郎12>と云Fな ど,倶 に上 手の名 有」,r一 刀流」

の項 に 「先年伯州米子に運龍 といへる老,虚 無僧の躰 こて13)住せ り,上 手な りし由」,「温故知新流」

の項に 「往年備前にて春 日の神官高原(欠 落),内 宮の神官杉村平馬杯云者此流を指南せり」,「念流」

の項 に 「就中今上野国ま(に)は 村に樋 口重郎兵衛14)と云豪民有,此 流 に達 し近郷に名高 し」,lll口
あ だ な

流の項に 「今野州とち木の宿脇に山口重左衛門 と云者指南す。此重左衛門は紳號日本左衛門(駄 右衛

門)と 呼れ し濱嶋庄兵衛が従弟の由」など,郷 士 ・郷民 ・神官な どの剣 術についての記述があ る。

これ らは,馬 庭念流の樋 口家な どの ように,事 跡の明らかな ものは別 として,そ の総てを史実 とし

て とらえるこ とは無理があるか もしれないが,近 世において武士(城 下士)以 外の階層に も剣術(武

芸)が 広 く行われていた ということの,ひ とつの証左 であろ う。

3廻 国修行

「タイ拾読」の項に,「先年人吉侯の臣に宮原忠大夫と云老,武 者修行と称 し諸国に遍歴せしに逢

て,一 夜 撃刀の談 をなせ し事 あ り」 とある。 この 宮原忠 大夫が,「 肥後 球磨領 」の士 で,天 明2

(1782)年 に出来て間 もない佐賀藩の藩校弘道館を訪ね,「 互の争」 になっては 「後 々成され難 き儀」

もできるだろうからという理由で試合を断られた人物(『佐賀県史中巻』)と同人であるならば,宮 原

はその足で山陽筋 を上 り,岡 山で三上元龍 と出会 った もの とも考え られ る。

筆者は,前 出 「寛政期 におけ る剣術廻 国修行の実態 とその意義」において,寛 政10～11(1798～

1799)年 に,武 州忍領の大原傳七郎 が行 った廻 国修行の英名録が,こ れまでに確認 される廻国修行

記録としては最も古いものであるとしたが,廻 国修行そのものは(他 流試合は表向き禁止されていて

も)寛 政期以前か ら盛んに行われたのではないかと推論 した。 ここにある宮 原の足跡 は,そ の一例で

あ ろ う。

前出の神道無念流 ・戸賀崎熊太郎暉芳 も,21歳 頃(1764頃)か ら,関 西に数年,… 旦帰 って後,

常陸 ・両毛を経て奥羽 より松前にまで入って廻 国修行を行 った。 さらに,四 国 ・九州 ・東海 ・東山を

経歴する こと7年 に及んだ という(「 福翁君神道碑」!788,r久 喜市史』所収)。 この戸賀崎熊太郎が
きゅうびつ

廻国修行 した ときに持参した剣術道具入れの図が遺されているが,こ れをみると3尺8寸 高の筐 櫃

のなか に3尺3寸 の木刀 ・竹刀 と防具(面 ・小手)を 入れ,背 負 って歩いた とい う(戸 田市立郷土

博物館 『埼玉の剣術』)。これは当時,す でに防具 ・竹刀 を持参 しての他流試合,す なわち試合剣術に

よる廻 国修行 が行われた可能性を示 してお り,筐 櫃のなかに防具 ・竹刀を入れて持ち歩いたこ とは,

他流試合が表向き禁止されていた時代にあって,剣 術道具を人口に触れる形で持ち歩 くことが揮 られ

たか らであろ う。

この他に,や は り前出の心極流 ・関戸政七 も,上 総 ・房州 ・常陸 ・奥州南部 ・津軽 ・松前 より九州 ・
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四国まで 日本遍 く修行 した とい う(「天明復讐実録上」1784,『 久喜市史』所収)。

このように表向き他流試合は禁止されていても,生 命に危険を及ぼ した り,ト ラブルの もとにな ら

ないかぎり,18世 紀後半 には他流試合 や廻国修行は大 目にみ られていた もの と思 われ る。 この背景

には享保の改革から寛政の改革にいたる文武奨励の余波 ・影響もあったのだろう。

4竹 刀打込稽古 ・試合

『撃剣叢談』には,18世 紀 における竹 刀打込稽古 ・試合剣術に関 する記述が多 く記 されている。 こ

れ らは,現 代剣道の源泉を探 るうえで有効な史料であ り,す でにい くつかの論文 ・著書において,部

分的に引用 ・研究された ものもあるが,ま とまった形 で示されたことは少ないので,こ こで包括的に

とりあげ考察 してみたい。

(1)竹 刀打込稽古 ・試合剣術の台頭

神道無念流の項に 「この流ハ勝負を以て仕立る教也」とあるが,同 様の表現が他にも多い。「勝負

二て仕立る流也」(今 枝流),「 打合の勝負 を専一に修行す」(田 宮流),「 勝…負を以て仕立る教にあ らず

や」(無 法流),「 此流勝負を専 とし」(鏡 心 明智流)な どである。 これ らは,当 時(18世 紀後半)す

でに,形 稽古 よ りも試合を修練の中心 とする流派が増 えてきて いた事 を示 してい よう。「鑑 極流」の

項に,「 此 流の稽古始終木 刀也。 しなへを用 る事な し。」 と態 々記されていることは,当 時の剣術が木

刀に よる形稽古 と竹 刀打込稽古(試 合)の 併習が一般的 とな ってきてお り,鑑 極流のように木刀のみ

の稽古(形 稽古のみ)を 行 う流派がむ しろ少数派 になって きた こと・を表 していよう。

(2)関 東型試合剣術流派の特徴

神道無念流の項に,「 勝 負跡 をつむる也 」 とあ り,同 じく鏡心明智流の項に も 「跡を も詰て きび し

く打合也」 とある。 これ らは,当 時の関東型試合剣術流派の特徴を表 している と思われ、「跡 をつめ

る」 とい う表現 はこの2流 についてのみ認め られ る。前項でみたように竹刀打ち込み稽古が普及 し,

「勝負を以て仕立てる」流派が増えてきていて も,そ の技術は形稽古において行われた技術を文字 ど

お り 「試 し合 う」 ものであ り,技 の発現 も単発的 なもの であったのだろう。後に北辰一刀流 とともに

江戸3大 流派に数えられるようになる両流にこのような記述があることは,そ の技術が旧来の流派

との比較の上で,単 発的ではな く連続的であ り,か つ激 しい打ち合いを伴 うものであった と推測され

る 。

神道無念流の項ではまた,竹 刀 ・防具について .「しなへも重 き篠 しなへを用ゆ。面小手已下の道具

皆丈夫に製す。皮也」 という記述があ る。 これは同流の竹刀が,篠 竹を束ねて太 くかつ重 くし,お そ

らくはそれ を皮な どで包んだ袋竹刀であった と思われ,ま た,面 ・小手な どの防具 も皮を用いて丈夫

に制作され,竹 刀 ・防具 ともに旧来の流派に比 して頑丈 なつ くりであ った と想像され るのである。

(3)個 性的な竹刀打込稽古

「心貫流」の項 に,「 この流の修練 する様,甚 めづ らかな り。二派有。一 にハ紙にて張たる旅 をかつ

ぎ,敵 にほ しゐまSに 頭上を打せて,向 の太刀の来 る筋 と遠近 を見定る也。此方ハ短 きしなへを以進

み出る計にて態をなさず。眼明に成て後勝負太刀を授る也 と云。厩}(今)一 流ハ,背 に圓座を負て同
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く短刀を提て身を屈め背をうたせて進みよる也。勝負ハ手元に入て勝事を専とすると見へた り。」と

あ る。

この稽古法は,寛 政の改革期に文武奨励を体現する人物 として松平定信から賞賛された平山行蔵の

著 した 『忠孝真貫流規則』 に も,「 ワ レハ柄 トモ一尺三寸 ノシナヒヲ用 ヒテ立向 ヒテ,撃 チツ突 キッ
(ママ)

払 ヒッスルコ トヲ一向二食着セバ(ズ),勝 手次第 ヲ敵二働カセテ,ワ レハ思ヒ込 ミシ所 ヲ只一刀二打

チスウルコ ト也」 とあ り,前 記 した心貫流の稽古法 と類似 している。 この ような心(真)貫 流の稽古

法は,小 手先の技術よりもいさ実戦の場に望んで身を捨てて立ち向かう胆力 ・精神力の養成を主眼と

してお り,「常在戦場」を標榜 した平山行蔵の理念に最 も叶 うものであったのだろう。

「空鈍流」の項には,「 其藝習ハす様ハ,紫 革の細 きしなへを胸の通 にさ ししなへ に構へ,す るする

と敵によりてしなへを頭上にあげて丁 と打也。此外にわざを用ひず。此流傳書を大切 とす。此伎に熟

すれば敵にかSわ らず右の態一ッにて萬方に鷹 じて勝利を得ると云」とある。この稽古法は,空 鈍流

と同系である雲弘流の竹刀打込稽古法から類推するに,竹 刀を 「胸の通にさししなへ」に,い わゆる

「八相」 に構 え,そ の八相の構 えで敵に寄 って頭上 を打つこと以外 に技 を用いない とい うものである。

また,「 今枝流」の項 には,「 此流のお しへ,足 のは こび甚六 ヶ敷也。尤勝負二て仕立 る流也。勝負

するハ,上 溝 ・うけ溝 ・はね構 などゆふ有て,我 得た る所 を用 る也。」 とある。

このように18世紀後半における竹刀打込稽古法 というものは,前 記 したような関東型試合剣術流

派(神 道無念流,鏡 心明智流)の 様に,技 術発現に連続性のある今日的剣道に近い竹刀打込稽古 ・試

合方法を有す る流派 も出現 する一方 で,心 貫流 ・雲弘流 ・今枝流な どの ように,「 我得たる所」,つ ま

りその流派の技術的特徴を遺 したシンプルな竹刀打込稽古 ・試合を行う流派も存在 した。

V[ま とめ

18世紀における剣術の変質過程,と くに竹刀打込稽古 ・試合剣術の形成過程について,『撃剣叢

談』の記述の分析を中心 にみて きたが,そ れ らをま とめる と次の ようになるであろ う。

(1)r撃 剣叢談』は,岡 山藩士三上元龍(左 大夫)に よって,寛 政2(1790)年 に著 された ものであ

ることが確認 された。現在判明 してい る ところでは5本 の写 本があ り,そ の5本 とも本文 全5巻

の部分については,ほ ぼ同文 であ った。

(2)r撃 剣叢談』 は,著 者三上元龍が,1760年 代か ら1790年 までの間(明 和年 間頃～寛政2年)に 見

聞 き した剣術流派や師家 について主に=書かれている。

(3>r撃 剣叢談』には,同 じ18世 紀の著作であ る 『本朝武芸小伝』(1716)や 『日本 中興武術系譜略』

(1767)の 両書 にみ られない多 くの流派 が記載されて お り,18世 紀後半 には多 くの 「新流」が誕生

した ことがみて とれた。

④ これまで他流試合禁止時代(文 政期以前)に おいては,廻 国修行はあまり行われなかったと考え

られてきたが,18世 紀後半にはすでに広範囲の廻国修行が行われていた可能性が示唆された。

(5)『撃剣叢談』には,武 士(城 下士)以 外の階層における剣術の様子もい くつか記されており,近
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世における剣術が武士階層のみの所有物ではなかったことがあらためて確認された。

(6> 18世紀後半にはすでに,多 くの流派で形稽古 と竹刀打込稽古を併習するようにな り,試 合を修

練の中心 とする流派が増 えていたことが認められた。また,そ のなかでも神道無念流や鏡心(穎)

明智流のような関東の試合剣術新流派では,堅 牢 ・頑丈な竹刀 ・防具を用いて連続的に技を繰り出

す,激 しい竹刀打込稽古が行われる ようにな っていた。

(7)
一方 で,心 貫流 ・雲弘流 ・今枝 流にみ られた ように,18世 紀後半 の剣術流派 の竹 刀打込稽古法

には,未 だその流派の技術的特徴を遺 した,シ ンプルな もの もあ った。

『撃剣叢談』は著者が 「序 」で言 う様 に 「伝聞の誤 」 も散見 され る し,こ の一一書 をもって18世 紀剣

術の様相 を全て把握で きる もの ではないだろう。 しか しなが ら,流 派の成立 ・伝来のみな らず,著 者

と同時代(1760年 代～1790年)の 流派の師家 ・技法 ・修練 方法 な どを多 く掲載 している点,及 び現

代剣道の母体である竹刀打込稽古 ・試合剣術に関する事項を多 く記述 している点において,後 学に与

える影響 は大 き く,.他 書に優 れて いるところであ ろう。

末尾ながら,本 稿の作成に当たり,資 料収集をは じめ多 くの御教示をいただいた渡辺一郎氏(筑 波

大学名誉教授),近 世剣術の分析に関 して貴重なア ドバイスをいただいた杉江正敏氏(大 阪大学),大

阪中之島図書館蔵写本の宿報を提供いただいた中村民雄氏(福 島大学)の 諸氏に対 し深甚の謝意を申

し上げ,本 稿の終 わ りとしたい。

〈註〉

1) 小林義雄 ・中村民雄 ・長 谷川弘一:剣 道 の技の 体系 と技術化 について一北辰一一・刀流 「剣術68手 」の成立過

程を中心 として一,武 道学研究26-1,1993。 及 び,長 尾進:試 合 剣術の発展過程に関す る研究 一r神 道無念流

剣術心得書』の分析一,武 道学研究29・1,1996,25(0

2) 近代における武道教育の双盤であった武道専門学校 と東京高等師範学校において,そ の創設から関 り主任教
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究29-2,1996,7・9頁 。

4) 長尾進:熊 本におけ る雲弘流に関す る研究,武 道学研究21-3,1989,18頁 。

5) 一例をあげると,天 保期以降の水戸藩において,竹 刀打込稽古を専らとする神道無念流は藩主斉昭の後援も
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妨げる者が多かった とい う。藤 田東湖:常 陸 帯,菊 池謙二郎:真 潮全集,博 文館,1940,108。

6) 森田栄:東 軍洗兵法史,NGS,1987。 及び,榎 本鐘司:資 料 ・近世農属の武術e伊 予史談会文庫蔵 『撃剣試

合 覚 帳 』,1991。 他 。

7) 写本(3×4×5)の序 で,「 こ とし寛政鹿威の年を以て逆に干支を数ふれば(ふ るに),已 に二 十年 に籐れ り」 とあ

る部分が,写 本(1×2)では 「ことし天保癸卯の年を以て逆に干支を数ふるに,已 に十有余年」に置き換えられて

いる。 これ以外は,当 字 や送 り仮名,写 す際 の誤 りな ど多少の相違はあるが,写 本(D～(5)と も,全5巻 ほぼ同

文である。

8) 『武術叢書』(早川純三郎編,国 書刊行会発行,大 正4年)所 収版は,「被官」としているが,こ れは翻刻の
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18世紀における剣術の変質過程に関する研究一 『撃剣叢談』の分析を中心に一

際の誤 り。

9)2書 とも 『武術叢書』所収。

10)榎 本 前掲 書6),114頁 。

11)和 田哲也:武 田家の関u流 における野鶴古 とその実施形態の研究,ス ポーツ史研究11,1998,35頁 。

12)榎 本 前掲書6),108頁 。

13)虚 無僧は本来普化宗の有髪の僧を指すが,日 本国中の台三来の自由を得ていたため,廻 国修行をは じめ とし

て,旅 装のカモフラージュに虚無僧姿が利用されることもあ った。榎:本前掲書3)参 照。

14)お そ らく馬庭念流14世 樋口十郎兵衛英翁(1796没)の ことと思われる。

〈資料1>岡 山市立中央図書館蔵 『撃剣叢談』序

撃剣叢談序

凡,武 伎は乱たる代な らんにハ,学 びず とも可なるべ し。今,治 れる世に生れてハ,武 士を以名を呼 るLも のは,

斯る態 に心力を委ねてこそ,其 職業をわすれさるの一端 ともなるぺけれ。就 中我国にて兵法 と称する者ハ,常 々

身を放たざる長短の刀を以てなす業なれば,し ば らくも思に忘るべか らず。僕,身 骨の家 に生れながら,天 質縞
〔ママ,

弱に して労苦に堪ざるのみな らず,姿 制歩法に至るまで拙劣な る事,又 比類な し。二三の師に就て学 といへ ども,

五尺の童 に勝ん とも覚ず。 しかはあれ ど心 に好む通なれば,其 態 こそ拙 くとも,人 に勝べき理 を尋ね極めて,心
{ママ)〔 ママ)

の便にせんと思ひよりしな(よ)り,古 き物語 しれる人,又 は他邦の人に 〔逢〕毎に,其 隙あれば必兵法の話説に

及ぬ。斯する享年 を累て,こ とし寛政鹿威の年を以て逆に干支を数ふれば,已 に二十年に触れ り。然ル間,諸 流
(ママ)

の大意,勝 負するの身 法な ど,〔聞得し事〕殆百に滴る斗 り也。或ハ,我 執心の衆に殊なるを以一流の極意 とし,秘

せる事な ども語 り聞せ し人 も有レ之。此道好める人に向ひて,話 柄譲莇 となるべ き事 も数多耳に燭 しか ど,年 月

終るまiに 十に五六忘れて,今 存る処ハ半に も足 らぬ斗也。此まSに 止なんにハ,我 齢かたぶき行に従ひて又も

失ひなん。さあらんにハ,薦 憲(宿 志)の 空 くなるべき事猶も惜 ミおもふまLに,か しここぐだ)思ひ出るに任せて

記 し置ぬ。斯る事ハ,元 より伝聞の誤ハ半にも過ぬべ し。強て世に弘めん との意にハあ らず。され ど同好の人有

て,戯 書の洩たるを補ひ,且 誤れるを正さば,我 獲蒙の願 に協んと云爾。

寛政二年庚戌十二月 三上元龍 花押

※〔 〕内は補足,()内 は訂正(国 立国会図書館蔵本,東 京大学史料編纂所蔵本,故 島田貞一氏蔵本,大 阪府

立中之島図書館蔵本との校合による)

〈資料2>岡 山市立中央図書館蔵r撃 剣叢談』附録 塚本吉彦奥書
〔ママ,

本藩士三上元 亀 氏,通 称左大夫 卜云氏ノ著書数アリ。就中,撃 劔叢談全部五巻ノ編輯ア リト聴コ ト久シ。チ時明治

'卜年
,美 作津山矢吹正則氏ヲ訪フ。談撃劔二及プノ朱,正 則氏ノ蔵セル撃劔叢談 ヲ観ル。一 獅其流派ノ縁故ヲ識

〔マz]

ル二足ル。即借得テ国二帰ル。而シテ後 日倖ニ一本ヲ購求ス。已二校合朱書ヲ加へ謬誤ヲ訂正 シ,併 テ正木 ・矢

吹両氏ノ記載セルラ録シテ,以 テ巻末二附ス。

明治十七年春笛上巳 岡山 塚本吉彦 識 團

(ながお ・すすむ 商学部助教授)


